
令和4年度 監事交流会（施設見学学習会）

愛知県生協連の監事会は、毎年交流会を通じて会員生協監事相互
の理解を深めてまいりました。
令和４年度は会員生協の関係企業様を訪問し、施設見学会と学習
会を通してプラスチック問題のエシカルに関する知識を深めることを
目的に、監事交流会を開催いたしました。

愛知県生協連監事会３名、生協コープあいち４名、生活クラブ生協１
名、トヨタ生協３名、かりや愛知中央生協１名、愛知県職員生協1名、
南医療生協1名、連合会アイチョイス３名、連合会２名

◆日 時 令和４年１１月１０日(木) 午後２時から午後４時まで
◆場 所 ㈱エフピコ 「中部エコペット工場」「中部リサイクル工場」
◆参加者 常勤・非常勤監事、会員生協の役職員１８名





＜生田監事会議長あいさつ＞
昨年は名古屋大学の事業所を訪れ、生協の施設を見学しました。
今年はリサイクル事業を営む㈱エフピコ様を訪問し、リサイクル
事業の取り組みを学んでいきたい思います。



＜訪問生協ごあいさつ＞
名古屋大学消費生協
坂本専務理事

＜施設概要説明＞
北部購買 森野店長

■ガイダンス

営業部 樋口様

サスティナビリティ
推進室 新矢様



■座学

＜トレーの歴史、種類＞

＜エフピコの事業内容＞

＜リサイクル・生産施設＞



■リサイクルの概要

〇回収されたトレー・容器の選別
〇原材料化(ペット・フレーク製造)
〇成形化(エコトレー・容器)



■施設見学 ＜リサイクル工場＞



■施設見学 ＜エコペット工場＞



今後も施設見学会や学習会、監査実践報告を通じて監査
活動の一助となるよう、監事交流会を継続いたします。

＜抜粋＞
・現在、トレーの回収率はどれくらいですか
⇒約３０％程度になります
・今でもリサイクルトレーの方がコストが高いのですか
⇒以前はリサイクル商品の方が10%程度高かったが、現在は
リサイクルが促進されておりコストはほとんど変わりません

■質疑応答


